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1．はじめに

　東京 2020パラリンピック競技大会は，2021

年 8月 24日から 2021年 9月 5日までの 13日
間，当初の予定より 1年延期かつ緊急事態宣言
下で開催された。パラリンピック競技大会（以
降，パラリンピック）は，夏季パラリンピック
1960年のローマ大会を遡って第 1回としてい
ることから，東京は 1964年と 2020（2020＋ 1）
年，世界で唯一 2度の夏季パラリンピックを開
催した都市となった。しかし何もかもが試行錯
誤で，開催そのものに対する賛否両論があった
ことも事実である。
　パラリンピックには 3つの段階がある。ま
ず，ストークマンデビル病院から始まったリハ
ビリテーション成果披露の場という位置付けの
パラリンピックである。例えば，1964年の東
京大会は，国内のリハビリテーション病院から
多くの選手が参加しており，日本国内に「障害
者のスポーツ」「障害者の社会進出」を社会に
認知させる契機となった。次は，リハビリテー
ションから競技スポーツへのシフトチェンジで
ある。国際オリンピック委員会（IOC）と国際
パラリンピック委員会（IPC）の合意のもとに
オリンピックとパラリンピックを同一の組織委

員会が担うという方式の変更がその背景にあ
る。2008年の北京大会からはオリンピックと
パラリンピックが同じ組織委員会のもとに開催
されるようになり，競技性の高さや卓越性とい
う方向性が明確となった。そのため「メダルの
価値」を高めるために，競技種目やクラスが厳
選された。そして「2度目の開催都市となる東
京」がどのようなレガシーを残すかである。日
本は「スポーツを通した共生社会の実現」を掲
げているが，社会にはまだまだ有形無形のバリ
アが存在している。次代を担う大学生に「パラ
リンピック」を通して発信できるメッセージは
なんだろうか。縁あって，パラリンピック組織
委員会の大学連携検討会に委員として参画する
こととなり，2000年のシドニー大会からパラ
リンピックを観戦してきた私にとっての関心ご
とは「東京2020パラリンピック競技大会（以降，
東京パラ）からのメッセージ」が，社会にどの
ような変化をもたらすであろうかということで
ある。その答えは数年後に形となって表れるだ
ろう。

2．筑波大学と東京パラ

　東京パラには，筑波大学体育専門学群の瀬立
モニカ（パラカヌー）選手（図 1）と大学院障
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害科学学位プログラムの高橋利恵子（ゴール
ボール女子）選手が現役学生として，また卒業
生や附属学校出身者の 19名を含める総勢 21名
が選手として参加した。また，コーチやクラス
ファイヤー，テクニカルサポート，医療スタッ
フその他多くのささえる立場で筑波大学関係者
がコアメンバーとして大会に関わった。私も本
来であれば会場にいるはずであったが，今回は
後方支援としてつくばよりオンラインで関わる
こととなった（図 2）。パラリンピックが自国
開催であることは，選手にとっても運営側に
とっても大きなアドバンテージとなるはずで
あったが，COVID-19感染拡大防止のためにさ
まざまな制約があり，そのメリットを十分いか
すことができない状況となった。そのような中
で，最後まで大会を遂行できたことに対し，関
わったすべての人に敬意を表したい。

3．パラリンピックの認知度

　ロンドンパラリンピック以降，私はYMFS「障
害者スポーツを取り巻く環境調査」のプロジェ
クトメンバーとして「テレビメディアによる障
害者スポーツ情報発信環境調査」と「パラリン
ピアンに対する社会的認知度調査」を実施して

いる。
　内閣府の世論調査結果（2015）では，東京パ
ラ開催の認知度は 98％であるが，具体的な競
技や選手についての認知度は低い。東京パラの
日本代表選手約 120人の認知度を調べた結果，
最も高い「国枝慎吾」選手が 45％であり，金
メダリストの「木村敬一」選手や「道下美里」
選手ほか，多くの選手の認知度は 10％未満で

図 1 パラリンピック旗を持って入場する瀬立モニカ選手（前列
向かって左）

 画像は本人提供

図 2　私が使用予定だったグッズ
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あった（YMFS，2021）。したがって，東京パ
ラ後も選手の認知度に関する傾向は変わってい
ないことが示された。
　テレビ（地上波）の放映時間についても北京
大会以降大会開催前，大会期間中，大会終了後
の定点観察を行なっている（図 3）。大会期間
中の放映時間は東京パラまで右肩上がりであ
り，自国開催ということで全競技放映が実現し
た。東京パラ開催決定後，「パラリンピックを
どう伝えるか？」ということで，報道関係者は
さまざまな研修を重ねてきた。私自身もアドバ
イザーとして関わることがあり，素直に「見る
こと」「知ること」「感じること」の大切さを再
認識しながら，パラリンピックが発するメッ
セージとは何かを考えてきた。
　自国開催となる東京パラは，開催中に史上最
長の放映時間，かつオンデマンドでインター
ネット等を活用すれば繰り返し見ることができ
る環境が整えられた。しかし東京パラの観戦
状況については，テレビ観戦者は 33.0％であ
り，リオデジャネイロ（以降，リオ）大会の
30.0％から微増しているに過ぎなかった。前回
のリオ大会は，日本との時差が 12時間と昼夜
逆転であるにもかかわらずこの数値が示すこと
は何であろうか。さらにテレビやインターネッ
トでも観戦しなかったという回答が 42.6％で
あり，リオ大会の 39.5％よりも高くなってい
ることも注視すべき点である。

4．無観客の会場ツアー

　東京パラの雰囲気を知るために，瀬立選手か

ら画像を提供してもらった。話題となった選手
村の段ボールベッド（図 4）や感染症対策とし
ての行動フローが視覚化されている（図 5）こ
とが特徴であろう。また，私は過去の大会会場
で特にトイレに注目してきた。東京パラのユ
ニバーサルデザイン（図 6）は，ただ単に車い
すやオストメイト対応しているだけでなく，手
すりの位置などに工夫がこらされており，数パ
ターンの個室が設置されるなどより進んだ対応
となっていた。また，パラリンピック開催都市
で進むインフラの整備・バリアフリー環境の整
備（図 7）はこれまでにも報告されてきた。そ
れに加えて東京パラでは何が変わるのか，今後
の社会に注目していきたい。

図 3　パラリンピックテレビ放映時間の比較

図 4　段ボールベッドが設置された選手村居室

図 5　会場内の感染症対策
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図 6　ユニバーサルデザインのトイレ 図 7　移動時のバリアフリー対応
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